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令和７年度フードバレーとかち人材育成事業 

ドローン活用コース「農業ドローン活用セミナー」の募集開始について 

 

 

帯広畜産大学と帯広市は、平成 24年度から「フードバレーとかち人材育成事業」を共同事

業として実施しています。今年度から事業の中で新たにドローン活用コースを開設し、農畜

産業で活用できるドローンの知識や技術の習得を目的とした「農業ドローン活用セミナー」

を下記のとおり開催いたします。 

本セミナーでは、ドローン操縦のスペシャリストによる操作技術とデータ解析手法を用い

た収穫予測や草地管理等について 3日間にわたり座学と実技を交えて解説いたします。 

つきましては、周知及び当日の取材についてよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

●農業ドローン活用セミナー募集概要 

１．受講対象  

・農畜産業・環境アセスメント等に関わる社会人の方 

・ドローンによるデータ解析等、農業分野における活用の幅を広げたい方 

※本セミナーでは農業用ドローンの技能認定証付与は行いませんので予めご了承ください。  

※帯広畜産大学所属学生も本セミナーを受講します。 

 

２．募集人員 

10名（先着順） 

 

３．受講料 

50,000円（税込み） 

※3日間の昼食代を含みます。 

 

４．募集期間 

令和 7年 7月 7日（月）～令和 7年 8月 22日（金） 

※定員に達した場合、募集を締め切ることがあります。 



５．講  師：有限会社レイブプロジェクト 代表 請川 博一 氏 

ドローンのパイロットとして 30年以上のキャリアを持つドローン空撮の 

第一人者。精細なドローン操縦技術と卓越した映像センスで、数々の CM 

やテレビ番組の撮影を手がける一方で、ドローンによる農薬散布において 

も数多くの実績を持つ。 

 

帯広畜産大学 環境農学研究部門 川村 健介 准教授 

草地生態学を専門とし、人工衛星やドローン等を利用したリモートセンシン 

グや AI等の最新技術を活用し、生態系の時空間的な変動と環境要因の影響を 

研究することで、草原の保全と持続的な利用の両立を目指す。 

 

６．講義日程・内容 

月 日  時 間 研 修 内 容 研 修 場 所 講  師 

1日目 

9月 10日

（水） 

10：00 

～12:00 

機体についての基礎知識 

（座学） 
帯広畜産大学 

請川 博一 氏 

川村 健介 准教授 13：00 

～16：00 

基礎的な機体の操作方法 

（実習） 

帯広畜産大学 

実習圃場 

2日目 

9月 11日

（木） 

10：00 

～12：00 

ドローン関連法令 

農業分野での活用事例 

（座学） 

帯広畜産大学 

請川 博一 氏 

川村 健介 准教授 
13：00 

～16：00 

農薬・肥料散布 

圃場撮影 

（実習） 

帯広畜産大学 

実習圃場 

3日目 

9月 12日

（金） 

10：00 

～12:00 

画像合成及びデータ解析 

（実習） 
帯広畜産大学 

農学情報基盤 

センター 

川村 健介 准教授 
13：00 

～16：00 

センシング技術の応用 

（実習） 

※天候により、1日目及び 2日目のカリキュラムが変更になる場合があります。 

雨天・強風等の天候により圃場での実習ができない場合は、大学構内の体育館で実施します。 

 

７．応募方法 

以下の URLから、申込フォームにてお申込みください。 

申込フォーム URL：https://forms.gle/erPnJtfPsAvpV3Ac8 

 

 

 【お問い合わせ先】 

帯広畜産大学 教務課社会人教育係 

フードバレーとかち人材育成事業 事務局（担当：和知） 

Email：f-jinzai@obihiro.ac.jp 

TEL：0155‐49-5575 / FAX：0155-49‐5420 

https://forms.gle/erPnJtfPsAvpV3Ac8
mailto:f-jinzai@obihiro.ac.jp


講習内容

10：00～ 12：00

座学：機体についての基礎知識

13：00～ 16：00

実習：基礎的な機体の操作方法

収穫予測や草地管理など農業用ドローン活用の幅を広げ、
多様な農業分野で即戦力として活躍できる
ドローン人材育成を目指します。

10：00～ 12：00

座学：ドローン関連法令

               農業分野での活用事例

13：00～ 16：00

実習：農薬・肥料散布、圃場撮影

10：00～ 12：00

実習：画像合成データ解析

13：00～ 16：00

実習：センシング技術の応用

申込締切：  8月22日（金）必着

フードバレーとかち人材育成事業

　　　　　　
　　　　お問い合わせ　帯広畜産大学教務課社会人教育係 TEL 0155-49-5575/FAX 0155-49-5420/E-mail：f-jinzai@obihiro.ac.jp　

農業ドローン
活用セミナー

10 11

水9.102025

12金
9.

　　　　　　二次元コードよりアクセスし、

　　　専用ページ内の実施要領を確認の上

お申し込みください。

募集の詳細はこちらから➡

12（水） （木） （金）

※天候により、1日目及び2日目のカリキュラムが変更になる場合があります。圃場での実習が出来ない場合は、大学構内の体育館で実施します。
※本セミナーでは農業用ドローンの技能認定証付与は行いません。

農畜産業・環境アセスメント等にかかわる社会人の方
ドローンによるデータ解析等、農業分野における活用の幅を広げたい方
※帯広畜産大学所属学生も本セミナーを受講します。

対　　象

講　　師 レイブプロジェクト　代表　　　  請川　博一　氏
帯広畜産大学　環境農学研究部門 　川村　健介　准教授

定　　員 名 (先着 )１０

※３日間の昼食代を含みます。
受  講  料 万円（税込み）５

会　　場 帯広畜産大学（〒080-8555帯広市稲田町西２線１１番地）


